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浮沈子（ふちんし）をつくろう

お弁当に入っているしょうゆ入れをつかって、浮いたり沈んだりする浮沈子（ふちんし）

をつくってみよう

【浮沈子が浮き沈みする原理】

浮沈子の動きには、「パスカルの原理」と「アルキメデスの原理」の有名な科学の原理か

らなっています。

ペットボトルの中に密閉された液体に圧力を加えると、それと同じ大きさの圧力が液体

全体に広がります。（パスカルの原理）

この圧力がしょうゆ入れの中の水や空気にも伝わり、圧力が変わります。空気は水に比

べて縮められやすいため、しょうゆ入れの水はほとんど縮まずに、空気が縮みます。

ペットボトルを押すことによってしょうゆ入れの中の空気が縮み、その空気が縮んだ量

だけしょうゆ入れの中に水が入ります。

しょうゆ入れの中の空気が縮むことにより、浮く力が小さくなり沈みます。圧力が小さ

くなると、しょうゆ入れの中の空気がもとに戻り、浮力が大きくなり浮かび上がってきま

す。（図）

これは液体中の物体は、物体が排除した液体の重さに等しい浮力を受けるというアルキ

メデスの原理によって説明することができます。

図

【用意するもの】

しょうゆ入れ（魚の形のものでも OK）：1個

ナット（M6サイズまたは M8サイズ）：1個

ペットボトル：1個

コップ（しょうゆ入れの浮かび具合を確認するために使います）
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【工作手順】

1. しょうゆ入れの先にナットを付けます → 浮沈子（ふちんし）

2. 水を入れたコップで浮かび具合を確認します

3. しょうゆ入れに水をいれてギリギリに浮かんでいる状態に水の量を調整します

4. ペットボトルいっぱいに水をいれ、浮沈子も入れてフタをします

5. ペットボトルを押さえると？ どうなるかな？


